
みなさんは、「３びきのくま」のお話
はなし

を知っ
し

ていますか。今日
き ょ う

は少
すこ

しだけお話
はな

しします。 

森
もり

で迷子
ま い ご

になってしまった女
おんな

の子
こ

は、小さな
ちい

家
いえ

を見
み

つけました。家にはだれもいませ

ん。食堂
しょくどう

には、大
おお

きなお椀
わん

、中
ちゅう

くらいのお椀、小さなお椀に入
はい

ったスープがありました。女

の子は小さなお椀に入ったスープを勝手
か っ て

にぜんぶ食
た

べてしまいました。隣
となり

の寝室
しんしつ

には、

大きなベッド、中くらいのベッド、小さなベッドがありました。眠
ねむ

くなった女の子は、小さな

ベッドで眠ってしまいました。そこへ散歩
さ ん ぽ

に出
で

かけていた 3びきのくまが帰
かえ

ってきました。

実
じつ

はこの家は、大きなお父
と う

さんぐま、中ぐらいのお母
かあ

さんぐま、小さな子どものくまの家

だったのです。 

さて、この後
あと

、女の子はどうなってしまうのでしょう。 

気
き

になった人
ひと

は、「３びきのくま」を読
よ

んでみましょう。 

今日は、女の子が食べてしまったスープを給食
きゅうしょく

で 

再現
さいげん

してみました。みなさんも、「３びきのくま」に出て 

くるスープを食べてみましょう。 
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１１月 日（  ） ３びきのくまのスープ 
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